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序　　文

日頃より仙台市の文化財行政に対し、ご理解、ご協力を賜り感謝申し上げます。市内には

現在約780ヵ所にも及ぶ遺跡が確認されております。このような埋蔵文化財は、その時代ごと

にその地に住んだ人々の痕跡を伝える大切なものでありますが、現代の各種開発行為によっ

て絶えず破壊・消滅の恐れにさらされております。仙台市教育委員会としましては皆様のご

理解とご協力を得て、重要な文化財を保存し、後世に伝えるように努めているところであり

ます。

ここにご報告いたします郡山遺跡は、地方官衙としてはわが国でも最古段階の重要な遺跡

です。幻の城柵として一端を現した昭和54年以来、継続的に実施してまいりました発掘調査

により、古代の文献に記録のない “幻の城柵” は、まさに “甦る城柵” として私たちの前に明

らかになってきました。当時は辺境とされていた当地方の歴史観を一変した最古の地方官

衙・郡山遺跡の発見は、日本の考古学・古代史学界に大きな影響を巻き起こしたものと確信

しております。

平成23年３月11日に発生した東日本大震災により、市内の各所で大きな被害が出ました。

復旧・復興が進む中、今年度も個人住宅建築または建替えなどに伴う調査件数が増加傾向に

あります。

このような状況の中で、発掘調査の継続が出来ましたのも遺跡の究明にご助言をいただい

た先学の諸氏や、市民の皆様のご協力があったからだと感じております｡ 震災からの早期に

復旧・復興がはかられ、市民生活の回復がなされるとともに、これまでの調査成果が遺跡保

護や整備、そして私達の生活文化に寄与することを願ってやみません。今後とも皆様のご理

解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成26年３月

仙台市教育委員会
教育長　上田　昌孝
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例　言
１．本書は国庫補助事業による市内遺跡調査のうち、郡山遺跡内の個人住宅建築工事に関連した発掘調査の調査報

告書である。

２．本概報は調査速報を目的としている。執筆は以下のように分担した。

第１章　伊藤翔太　　　第２章　及川謙作

第３章　伊藤翔太

３．本書の作成に関わる作業は、以下のように分担し、編集は及川謙作が行った。

遺物写真撮影：及川謙作

遺物観察表・遺構註記表作成：及川謙作・伊藤翔太

図版作成：及川謙作

４．本書に係わる出土遺物、実測図、写真などの遺物は仙台市教育委員会が保管している。

凡　例
１．断面図の標高値は、海抜高度を示している。但し、海抜高度及び座標系は、平成23年（2011）３月11日の東日

本大震災以前の値を使用している。

２．第２章の図中に示した座標系は、郡山遺跡内に昭和56年に設定し、平成8年度に改訂した任意の座標系（X=0、

Y=0を通る磁北線（1984年頃の偏角で、真北から6°44′7″西傾））で表記している。

３．文中の方位は、真北を基準としている。また、図中の方位に「☆」を付したものは真北を示し、これ以外の方

位は座標系に沿った磁北を示している。

４．遺構の略称は次のとおりである。遺構番号はこれまで調査された調査区を通しての番号順である。但し、ピッ

トは調査区毎となっている。

SA：柱列・材木列 SB：掘立柱建物跡 SD：溝跡 SI：竪穴住居跡、竪穴建物跡 SK：土坑

SX：性格不明遺構 P：ピット・柱穴

５.　遺物の略号は次のとおりである。

A：縄文土器 B：弥生土器 C：土師器（ロクロ不使用） D：土師器（ロクロ使用）

E：須恵器 F：丸瓦・軒丸瓦 G：平瓦・軒平瓦 K：礫石器 N：鉄製品

６．土師器実測図における網掛けは、黒色処理が施されていることを示している。その他の付着物や痕跡は図上に

表記している。

７．遺物観察表中の法量で（　）が付いた数字は、図上で復元した推定値である。

８．土色については「新版標準土色帖」（小山・竹原1989）を使用した。

９．第１図は、1：10000「仙台駅」、「長町」、「西多賀」を使用し作成した。
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第１章　はじめに
Ⅰ．調査体制

調査主体　仙台市教育委員会

調査担当　文化財課長　吉岡恭平

整備活用係　係長　長島栄一、主任　斎藤克巳、主事　及川謙作

文化財教諭　石山智之、橋本勇人、伊藤翔太

専門員　木村浩二

調査調整係　係長　齋野裕彦、主査　平間亮輔、主任　村上とよ子

主事　鈴木隆、小泉博明、黒田智章

文化財教諭　佐藤高陽、千葉悟、早坂純一、千葉靖彦

専門員　篠原信彦、佐藤洋

発掘調査・整理作業を適正に実施するため「郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会」を設置し、昨年まで指

導・助言を受けていた。今年度は指導委員会委員更新の時期ではあるが、東日本大震災からの復旧に伴う発掘調査

に限定せざるを得ず、個人住宅への対応にも通年を要したことから、今年度は休会せざるを得なかった。平成26年

度以降、郡山遺跡と陸奥国分寺跡等の遺跡内での発掘調査の状況を踏まえて、再開の調整を図っていくこととする。

Ⅱ．調査計画と実績
１．調査計画

平成25年度に計画した本書掲載の調査は、国庫補助事業である「市内遺跡発掘調査」の一部として計画し、郡山

遺跡を対象とした｡

郡山遺跡では第５次５ヶ年計画終了後に平成17年度から補足調査を実施してきたが、東日本大震災からの早期復

旧・復興を考慮し、昨年度に引き続き個人住宅建築及び震災復興に関わる調査に特化して事業を計画した。

発掘調査総経費は22,809,000円、国庫補助金額8,278,000円の予算で計画し、当初は郡山遺跡の個人住宅対応に

8,964,800円、「仙台平野の遺跡群」として郡山遺跡以外の市域全体の個人住宅対応に7,592,000円とした。これによっ

て本書の掲載に関わる発掘調査の実施計画を以下のように立案した。

２．調査実績
郡山遺跡については、個人住宅建築等で平成25年度は３箇所の調査を実施した。なお、一昨年度より東日本大震

災による個人住宅建築に関わる確認調査件数が急増したため、平成24年度実施の第236次・第238次は今年度の報告

となっている。さらに震災復興交付金対象の住宅建替え工事に伴う調査結果については、来年度以降の「仙台市震

災復興関係遺跡発掘調査報告」に所収される予定である。

調査次数 調査地区 調査予定面積 調査予定期間 調査原因
郡山遺跡 官衙内部など14箇所 1,400㎡ H25年５月〜H26年３月 個人住宅建築

表１　平成25年度発掘調査計画
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遺跡名・調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 調査原因 対応

郡山遺跡　第235次 Ⅱ期官衙西部 18.4㎡ 平成24年12月３日 個人住宅建築 震災復興民間文化財発掘調査
助成事業

郡山遺跡　第236次 Ⅰ期官衙北西部 37.5㎡ 平成24年12月４日〜12月21日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡　第237次 Ⅰ期官衙南西部 19.6㎡ 平成25年２月４日〜２月７日 個人住宅建築 震災復興民間文化財発掘調査
助成事業

郡山遺跡　第238次 Ⅱ期官衙南東部 24.0㎡ 平成25年２月19日〜２月20日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡　第239次 郡山遺跡南東部 28.0㎡ 平成25年２月25日 店舗建築 開発に伴う事前調査

郡山遺跡　第240次 郡山遺跡南西部 37.8㎡ 平成25年５月13日〜５月15日 共同住宅建築 開発に伴う事前調査

郡山遺跡　第241次 Ⅱ期官衙北部 39.0㎡ 平成25年５月27日〜６月５日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡　第242次 Ⅱ期官衙南東部 26.4㎡ 平成25年６月17日〜６月18日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡　第243次 郡山遺跡北西部 1800㎡ 平成25年10月１日〜12月３日 店舗建築 開発に伴う事前調査

郡山遺跡　第244次 郡山遺跡北部 15.0㎡ 平成25年10月７日〜10月９日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡　第245次 Ⅱ期官衙北東部 38.8㎡ 平成25年11月13日〜11月28日 個人住宅建築 震災復興民間文化財発掘調査
助成事業

郡山遺跡　第246次 Ⅱ期官衙北西部 62.5㎡ 平成25年11月28日〜12月13日 個人住宅建築 震災復興民間文化財発掘調査
助成事業

郡山遺跡　第247次 郡山廃寺北部 46.9㎡ 平成25年12月11日〜12月18日 個人住宅建築 震災復興民間文化財発掘調査
助成事業

郡山遺跡　第248次 郡山遺跡北東部 22.0㎡ 平成25年12月17日〜12月18日 個人住宅建築 震災復興民間文化財発掘調査
助成事業

郡山遺跡　第249次 郡山遺跡南西部 14.9㎡ 平成26年１月27日 建売住宅建築 開発に伴う事前調査

表２　平成25年度発掘調査実績

１
２

３
４

６

５

１．郡山遺跡　　２．西台畑遺跡　　３．長町駅東遺跡　　４．北目城跡　　５．富沢遺跡　　６．大野田官衙遺跡

第１図　調査遺跡位置図
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第２図　郡山遺跡調査地点位置図
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第２章　郡山遺跡
Ⅰ　第236次発掘調査

１．調査経過と調査方法
第236次調査は、個人住

宅建築工事に伴う調査であ

る。平成24年11月28日付で

申請者より提出された「埋

蔵文化財発掘の届出につい

て」（平成24年12月３日付

H24教生文第122−320号で

回答）に基づき実施した。

調査地点周辺は、郡山Ⅰ期

官衙の遺構群が多数見つ

かっている範囲であり、ま

たⅡ期官衙内部の北側にあたる（第２・４図）。

調査は、平成24年12月４日に着手し、21日に終了した。調査区は、建物建築範囲内に東西６ｍ、南北６ｍの規模

で設定した。重機により盛土及び基本層第Ⅰ〜Ⅱ層を除去し、基本層第Ⅲ層上面で遺構検出作業を行った。遺構の

記録は、平面図・断面図を適宜縮尺1/20で、調査区配置図を1/100で作成し、写真は35mmモノクロとリバーサルフィ

ルム、デジタルカメラで撮影した。12月21日に調査区の一部を埋め戻しながら、調査区西側を約１〜1.5ｍ拡張し、

盛土と耕作土を除去して遺構の広がりを確認した。

２．検出遺構と出土遺物
調査区には、盛土が約20cmあり、その下に旧耕作土である第Ⅰ層（Ⅰa〜Ⅰf層に細分）と第Ⅱ層が約50cmの厚

さで堆積している。遺構は、さらにその下の第Ⅲ層上面で検出した。検出された遺構は、竪穴建物跡１軒、竪穴住

居跡４軒、溝跡１条、土坑３基などである。ここでは、第Ⅲ層上面で検出された主な遺構について報告する。

隣　地

建築予定範囲

隣　地

調査区

道

　路

0 10m

第3図　第236次調査区配置図（S＝1/400）

第236次

0 50m

第4図　第236次調査区位置図（S=1/1500）

4



0 2m

炉

鉄滓

炭化物

E-578

N-137

N-142

N342

N338

SI2322（煙道） SD2325 真北
磁北

P3

P6

P5

P7

P2

P8

SI2320

SK2327

SI2321

SK2326

P9

SK2328

P3

P2

SI2323

１号炉

２号炉

３号炉
SI2324（煙道）

４号炉

G

A
A′N

N′

B
B′

H

H′

C
C′

O

O′

E
E′

D

D′
L

L′

M

M′

P

P′

J

F

F′

G′

J′

W162 W158

I′

Q′

Q

K

K′

西　壁 12.60m

12.60m

12.60m

表土 表土１

表土２Ⅰa Ⅰa
Ⅰc Ⅰc
Ⅲ

Ⅰe ⅠfⅠd
S Ⅰb

1
2Ⅱ Ⅲ 3 4

1
4

P
4

1
1

4 3
P1

5
SI2323 SI2322

2

北　壁
表土

Ⅰa
Ⅰb

Ⅰb Ⅰb Ⅰb

Ⅰb Ⅰc
Ⅰf 1

23 4

112

SD2325-1
SD2325-2

5354

1
2

12
3 4

SI2322 SI2323
SI2321

SI2320

東　壁

表土 Ⅰc
Ⅰf

Ⅰf
1

4
45

1
2 34

97

SI2323-1SI2320-2

P7-3

P3
14

5 32

SI2324 SI2323
P2SI2320

（S=1/60）

b区

c区

d区

h区
g区

f区

e区

a区

0 2m

炉

鉄滓

炭化物

E-578

N-137

N-142

N342

N338

SI2322（煙道） SD2325 真北
磁北

P3

P6

P5

P7

P2

P8

SI2320

SK2327

SI2321

SK2326

P9

SK2328

P3

P2

SI2323

１号炉

２号炉

３号炉
SI2324（煙道）

４号炉

G

A
A′N

N′

B
B′

H

H′

C
C′

O

O′

E
E′

D

D′
L

L′

M

M′

P

P′

J

F

F′

G′

J′

W162 W158

I′

Q′

Q

K

K′

西　壁 12.60m

12.60m

12.60m

表土 表土１

表土２Ⅰa Ⅰa
Ⅰc Ⅰc
Ⅲ

Ⅰe ⅠfⅠd
S Ⅰb

1
2Ⅱ Ⅲ 3 4

1
4

P
4

1
1

4 3
P1

5
SI2323 SI2322

2

北　壁
表土

Ⅰa
Ⅰb

Ⅰb Ⅰb Ⅰb

Ⅰb Ⅰc
Ⅰf 1

23 4

112

SD2325-1
SD2325-2

5354

1
2

12
3 4

SI2322 SI2323
SI2321

SI2320

東　壁

表土 Ⅰc
Ⅰf

Ⅰf
1

4
45

1
2 34

97

SI2323-1SI2320-2

P7-3

P3
14

5 32

SI2324 SI2323
P2SI2320

（S=1/60）

b区

c区

d区

h区
g区

f区

e区

a区

第5図　第236次調査区　平面図、北壁、東壁断面図（S=1/60）
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第6図　SK2326〜2328土坑、SI2320-P2・P3、SI2324竪穴住居跡断面図

層位 色　調 土　質 備考・混入物

基本層

Ⅰa 10YR4/3にぶい黄褐色 シルト
Ib 10YR4/4褐色 シルト
Ic 10YR3/2黒褐色 シルト
Id 10YR3/1黒褐色 シルト 黄褐色土を微量含む 

SI2323

1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト
堆積土

黄褐色土地山ブロックを全体に多
く含む

2 10YR1.7/1黒色 粘土質シルト 黒色土を微量含む

3 10YR5/3にぶい黄褐色 粘土質シルト 床面
炭化物層　鉄滓と焼土を部分的に
含む

4 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト
掘り方
埋土

黒色土ブロックをやや多く含む
5 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト
6 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 黒色土ブロックをやや多く含む

SI2322

1 10YR3/4暗褐色 シルト
カマド内
堆積土

黄褐色土を少量含む
2 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土を中量含む
3 2.5YR3/1暗赤灰色 粘土質シルト 焼土ブロックを少量含む
4 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 炭化物を微量含む

SI2320

1 10YR3/3暗褐色 シルト
堆積土

褐灰色土を少量含む、酸化鉄を微
量含む

2 10YR4/4褐色 シルト 黄褐色土、黒褐色土を微量含む

3 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 掘り方
埋土

灰黄褐色土を多く含む、酸化鉄を
多く含む

4 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 黄褐色土をやや多く含む

SI2320
P1

1 7.5YR4/3褐色 粘土質シルト 橙色土を少量含む、炭化物を微量含む
2 7.5YR4/2灰褐色 粘土質シルト 焼土を多く含む
3 7.5YR3/3暗褐色 粘土質シルト

SI2320
P2

1 10YR4/4褐色 粘土質シルト 土師器を含む
2 10YR6/6明黄褐色 砂質シルト 褐色土を斑状に多量に含む
3 10YR6/6明黄褐色 砂質シルト

SI2320
P3

1 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シルト 炭化物を少量含む
2 5YR4/2灰褐色 シルト 焼土ブロックを多く含む
3 10YR1.7/1黒色 粘土質シルト 炭化物層
4 5YR3/2暗赤褐色 シルト
5 10YR4/3にぶい黄褐色 シルト
6 10YR4/2灰黄褐色 粘土質シルト

SI2321

1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト

掘り方
埋土

黄褐色土ブロックを少量含む
2 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 黒色土を微量含む

3 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト
炭化物層　鉄滓と焼土を部分的に
含む

4 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色土ブロックをやや多く含む
5 10YR6/2灰黄褐色 粘土質シルト

SI2324

1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト
カマド内
堆積土

焼土、炭化物をやや多く含む
2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 炭化物を微量含む
3 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シルト 焼土、炭化物を多く含む
4 10YR4/4褐色 粘土質シルト 炭化粒微量に含む
5 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シルト

カマド内
堆積土

焼土を非常に多く含む
6 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シルト 焼土を少量含む
7 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 焼土、炭化物を微量含む
8 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 炭化物をやや多く含む
9 10YR1.7/1黒色 ― 炭化物層

SD2325
1 10YR3/4暗褐色 シルト 白色粒と橙色粒を微量含む

2 10YR3/4暗褐色 シルト
橙色土ブロックと白色土ブロックを全体に多
く含む、炭化物粒を微量含む

SK2326
1 10YR7/6明黄褐色 シルト
2 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト

SK2327 1 10YR3/3暗褐色 シルト 黄褐色土地山ブロックを少量含む

SK2328 1
10YR8/4浅黄色

粘土質シルト 粘土ブロックを斑状に含む10YR7/8黄橙色
10YR6/2灰黄褐色

層位 色　調 土　質 備考・混入物

基本層

Ie 10YR5/1褐灰色 シルト 黄褐色土を多量に含む
If 7.5Y3/1オリーブ黒色 シルト 灰黄褐色土を微量含む
Ⅱ 7.5Y3/2オリーブ黒色 シルト
Ⅲ 10YR2/1黒色 砂質シルト 黒褐色を微量含む　遺構検出面

6



【SI2323竪穴建物跡】

調査区の中央部で検出した。規模は長辺約7.0ｍ以上、短辺約5.0ｍである。平面形は北西─南東方向に長い、長

方形を呈する。遺構検出面から床面までの深さは、約10〜34cmである。遺構に付随するピットと炉跡が検出され

た。また床面上には、炉跡に隣接する形で、炭化物と鉄滓が広範囲にわたって検出された。

ピットは、ｈ区を除く各区から、９基検出された。この内P2・５・６・７・８・９から柱痕跡が検出された。

柱痕跡が存在しないピットは、直径約30〜55cmである。柱痕跡が検出されたピットは、長辺が約50〜120cm、短

辺が約30〜110cmで、柱痕跡の直径は約14〜25cmである。P5・６・８・９は、検出位置から建物跡の主柱穴とな

る可能性がある。また、P8とP9からは、掘り方上面だけでなく、掘り方の底面からも柱痕跡が検出されたことから、

柱の一部が修理等によって入れ替えられていた可能性がある。

また４号炉に隣接するP3は、堆積土中に焼土と炭化物が混入し、４号炉の堆積土と様相が類似し（写真図版１

−５）、また堆積土中から鉄滓が約198g出土したことから、４号炉と一連の遺構を形成する可能性が考えられる。

一部のピットが炉跡と重複しており、いずれも炉跡より新しい。

炉跡はa、b、c、g区の床面から、４基検出された。１号炉は、ａ区および東西ベルト上に位置する。北東部が

SK2326土坑により削平されているため、全体像は不明だが、長径約35cm、短径約15cmで、形状は円形を呈するも

のと推測される。床面から炉床までの深さは約３cmである。底面の中央部、第２層は被熱して還元しており、そ

の下層の第３層は赤色に酸化している。

２号炉は、b区に位置する。長径約25cm、短径約20cmの楕円形を呈する。床面から炉床までの深さは約３cmで

ある。第２層は被熱して還元しており、その下層の第３層は赤色に酸化している。

３号炉は、ｃ区および東側南北ベルト上に位置する。北側がP7により削平されているため全体像は不明だが、

長径約35cm、短径約30cmで、楕円形を呈するものと推測される。床面から炉床までの深さは約５cmである。第

２層は被熱して還元しており、その下層の第３層は赤色に酸化している。

４号炉は、g区および中央南北ベルト上に位置する。西側がP5により削平されているため、全体像は不明だが、

長径約45cm、短径約17cmで、円形を呈するものと推測される。堆積土の１層中に還元層がブロック状に攪拌され

て混入している。床面から炉床までの深さは約８cmである。堆積土中から鉄滓が約63g出土している。

遺構全体からは、堆積土を中心に、掘り方埋土、各ピット、および炉跡などから、土師器、須恵器、羽口などの

遺物が出土している。床面から出土した須恵器の平瓶（E-578・写真図版２−４）は、頸部の内面に、漆膜が付着

している。また製鉄関連遺物が102点、重量にして約1094g出土しているが、その大部分は鉄滓である。これらの

中から、前述した平瓶を含め、須恵器２点、土師器４点、羽口３点、鉄製品１点、精錬滓や流動滓などの鉄滓を５

点（第８、９図・写真図版３）掲載している。

本遺構はSI2320〜2322、2324竪穴住居跡、SK2326〜2328土坑、SD2325溝跡と重複し、SI2320〜2322竪穴住居跡

より新しく、他の遺構より古い。

遺構の形状が長方形を呈し、床面から炉跡が複数検出されたこと、そして大量の鉄滓や羽口などの遺物が出土し

たことから、製鉄関連の工房跡であった可能性が考えられる。

【SI2322竪穴住居跡】

調査区の北西隅で検出した。検出されたのは、カマドの煙道の一部のみである。部分的な検出のため、規模等は

不明である。検出長は約1.8ｍで、幅は約0.45mである。カマドを基準とした方向はE−55°−Nである。堆積土は４

層に細分され、下層ほど焼土と炭化物が混入する。SI2323竪穴建物跡と重複し、それより古い。遺物は出土してい

ない。
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第7図　SI2323竪穴建物跡各ベルト、ピット、炉跡断面図

層位 色　調 土　質 備考・混入物

SI2323

1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト
堆積土

黄褐色土地山ブロックを全体に多
く含む

2 10YR1.7/1黒色 粘土質シルト 黒色土を微量含む

3 10YR5/3にぶい黄褐色 粘土質シルト 床面
炭化物層　鉄滓と焼土を部分的に
含む

4 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト
掘り方
埋土

黒色土ブロックをやや多く含む
5 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト
6 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 黒色土ブロックをやや多く含む

SI2323
P2

1 10YR1.7/1黒色 粘土 柱痕跡
黄褐色土地山ブロックを全体に多
く含む

2 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 掘り方
埋土3 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 暗褐色ブロックを全体に多く含む

SI2323
P3

1 10YR3/4暗褐色 シルト 炭化物及び焼土をブロック状に少量含む
2 10YR4/6褐色 シルト 炭化物を少量含む、焼土を粒状にごく少量含む

SI2323
P5

1 10YR5/3黄褐色 粘土 柱痕跡 白色粘土を下面に含む

2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト
掘り方
埋土

黄褐色土地山ブロックを全体に多
く含む

SI2323
P7

1 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 柱痕跡
黄褐色土地山をやや多く含む、炭
化物粒を微量含む

2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト
掘り方
埋土

黄褐色土地山を全体にやや多く含む
3 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 暗褐色土をやや多く含む
4 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 暗褐色土をやや多く含む
5 10YR4/6褐色 シルト 暗褐色土を微量含む

SI2323
P8（西）

1 10YR4/6褐色 粘土質シルト 柱痕跡
炭化物を粒状に少量含む、下部に暗
褐色土と酸化鉄の混合した圧痕あり

2 10YR4/4褐色 シルト 掘り方
埋土

黄褐色土地山をブロック状に全体
に含む

3 10YR4/4褐色 シルト
黄褐色土地山と暗褐色土を全体的
に多量に含む

層位 色　調 土　質 備考・混入物
SI2323

P8（東）
1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 柱痕跡

灰黄褐色土ブロックをやや多く含
む

SI2323
P9

1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 柱痕跡 黄褐色土地山ブロックを多く含む

2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト
掘り方
埋土

黄褐色土地山ブロックを非常に多
く含む

3 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 黄褐色土地山ブロックを少量含む
4 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 黄褐色土地山ブロックを多く含む
5 10YR6/6明黄褐色 シルト 黒褐色土ブロックを少量含む

6 10YR4/1褐灰色 粘土質シルト 柱痕跡
白色土ブロックを少量含む、酸化
鉄粒を微量含む

SI2323
1号炉

1 10YR1.7/1黒色 シルト 炭化物層
2 5BG4/1暗青灰色 シルト 還元層
3 2.5YR3/2暗赤褐色 シルト 被熱層

SI2323
2号炉

1 10YR5/2灰黄褐色 粘土質シルト 還元層　黄褐色土を大ブロック状に含む
2 5YR3/2暗赤褐色 粘土質シルト 被熱層

SI2323
3号炉

1 10YR1.7/1黒色 シルト 炭化物層　上面に灰白色粘土ブロック混ざる
2 5BG3/1暗青灰色 シルト 還元層
3 5YR3/2暗赤褐色 シルト 被熱層

SI2323
4号炉

1 10YR4/1褐灰色 シルト 還元化した暗青灰色シルトブロックが混ざる

2
10YR3/2黒褐色

シルト 焼土ブロックを多く含む、炭化物が少量含む
5YR6/8橙色

3 10YR2/3黒褐色 シルト 炭化物を粒状に多量含む
4 5YR3/4暗赤褐色 シルト 被熱層　炭化物をごく少量含む　
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1

2

3

4

5

6

0 10cm（S=1/3）
炭化物付着（ 6 ）

第8図　SI2323竪穴建物跡出土遺物（1）

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整・付着物等 内面調整・付着物等
写真
図版

1 C-1139 土師器 坏 SI2323 1層 口径：（12.0）　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラケズリ 口縁部〜体部：ヨコナデ
2 C-1146 土師器 甕 SI2323（c区） 1層 口径：（16.2）　底径：−　器高：− 口縁部：コナデ　体部：ハケメ 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラナデ 3-3
3 C-1145 土師器 甕 SI2323（d区） 口径：−　底径：（7.8）　器高：− 体部ヘラケズリ　底面：平行沈線 体部：ヘラケズリ 3-8
4 E-578 須恵器 平瓶 SI2323 1層 口径：−　底径：−　器高：− 体部〜頸部：ロクロナデ 体部〜頸部：ロクロナデ　頸部漆付着 3-1

5 E-579 須恵器 瓶 SI2323 1層 口径：−　底径：（5.2）　器高：−
体部：ロクロナデ　肩部：自然釉
底部：ヘラケズリ

体部：ロクロナデ　底部：自然釉 3-2

6 C-1147 土師器 甕 SI2323（c区） 4層 口径：−　底径：−　器高：− 体部：ハケメ後ヘラナデ 体部：ヘラナデ、炭化物付着 3-13
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第9図　SI2323竪穴建物跡他出土遺物（2）製鉄関連、一部SK2328土坑を含む

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm/g） 備考
写真
図版

4 N-140 鉄製品 火打金? SI2323（b区）4層 長径：3.5　幅：2.5　厚さ：1.2　重量：9.3 磁着性あり 3-7
5 N-142 鉄滓 流動滓 SI2323-4号炉 長径：2.5　幅：4.0　厚さ：1.3　重量：5.6 3-9
6 N-143 鉄滓 流動滓 SI2323-P3 長径：2.7　幅：3.4　厚さ：1.0　重量：8.2 3-10
7 N-137 鉄滓 精錬滓 SI2323（d区） 長径：6.7　幅：7.4　厚さ：1.7〜2.7　重量：87.0 磁着性あり　鉄分を多く含む、椀型滓か 3-11
8 N-138 鉄滓 精錬滓 SK2328 1層 長径：2.8　幅：4.1　厚さ：1.7　重量：19.5 磁着性あり　鉄分を多く含む
9 N-139 鉄滓 鉄塊系 SI2323（h区） 2層 長径：4.0　幅：5.6　厚さ：1.3〜2.8　重量：59.8 磁着性あり　鉄分を多く含む 3-12

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm） 調整・備考
写真
図版

1 P-67 土製品 羽口 SI2323（a区） 4層 内径：（3.4） 外面：ハケメ 3-4
2 P-68 土製品 羽口 SI2323（g区） 4層 内径：（2.6） 外面：被熱、溶解物付着 3-5
3 P-69 土製品 羽口 SI2323（g区） 4層 内径：（3.5） 外面先端部：被熱、鉄塊系溶解物付着 3-6

0 10cm

1 2 3

4

5

6

7

8

9

被熱（2、3）

溶解物付着（ 3 ）

（S=1/3）
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【SI2321竪穴住居跡】

調査区の北部で検出した。検出した規模は、南辺が約2.4ｍ、東辺が約1.5ｍで、遺構検出面から掘り方底面まで

の深さは約60cmである。南東隅はSK2327土坑により削平されている。本調査区で検出した範囲では、SI2323竪穴

建物跡とSD2325溝跡の掘り込みが掘り方埋土まで及んでおり、床面は残存していなかった。SI2323竪穴建物跡、

SD2325溝跡と重複し、これらの遺構より古い。遺物は土師器片などが少量出土している。

【SI2320竪穴住居跡】

調査区の北東部で検出した。調査区内では一部の検出のため、平面形や規模は不明であるが、方向は南東−北西

方向であると推測される。遺構検出面から床面までの深さは約10〜30cmである。床面上でピットを３基検出した。

P2は、P3の南に近接して検出された。規模は南北約65cm、東西約65cm以上で、底面までの深さは約20cmである。

平面形は隅丸方形を呈するものと考えられる。断面形は逆台形を呈する。堆積土は下層ほど土質が砂質シルトに変

化する。

P3は、南北約65cm、東西約45cm以上の規模で、底面までの深さは約10cmである。平面形は隅丸方形を呈する

ものと考えられる。断面形は、浅い皿形を呈し、堆積土は３層に分層され、上層ほど焼土ブロックや炭化物を多く

含んでいる。

遺物は、堆積土中から土師器片と須恵器片が、掘り方埋土から砥石が、P2の１層中から土師器甕、須恵器坏な

どが出土した。今回はこれらの中から、須恵器１点、土師器２点、砥石１点（第10図・写真図版３−16〜18）を掲

載している。

1 2

3

4

0 10cm（S=1/3）

第10図　SI2320出土遺物

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整・付着物等 内面調整・付着物等
写真
図版

1 E-580 須恵器 坏 SI2320-P2 口径：（14.4）　底径：（8.3）　器高：3.3 体部：ロクロナデ　底部：ヘラケズリ 体部：ロクロナデ 3-16
2 C-1143 土師器 坏 SI2320 口径：（11.3）　底径：−　器高：2.9 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラケズリ 口縁部：ヨコナデ　体部：ナデ

3 C-1148 土師器 甕 SI2320-P2 1層 口径：19.5　底径：−　器高：−
口縁部：ハケメ後ヨコナデ　
体部：ハケメ、輪積痕あり

口縁部：ヨコナデ（全体的に磨耗）　
体部：ヘラナデ、輪積痕あり

3-18

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm/g） 備考
写真
図版

4 K-341 石製品 砥石 SI2320（掘り方埋土）長径：6.9　幅：4.0　厚さ：3.4　重量：138 3面磨（正下左）　流紋岩質凝灰岩? 3-17
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【SI2324竪穴住居跡】

調査区東部で検出した。溝状に検出された遺構の壁面が被熱しており、竪穴住居跡の煙道の一部と考えられる。検

出長は約0.8ｍで、さらに南東方向に延びる。カマドを基準とした方向はN−41°−Wである。上端幅は約30cm、下端幅

は約40〜50cmで、検出面からの深さは約60cmである。堆積土は９層に分層され、堆積土の状況から２時期にわたり使

用されていたものと考えられる。堆積土中から土師器片が出土している。SI2323竪穴建物跡と重複し、これより新しい。

【SD2325溝跡】

調査区北側、壁面に沿って検出された溝跡である。調査区の制約から、遺構の一部のみの検出であり、遺構の

幅などの詳細は不明である。検出長は約4.2ｍで、さらに東へ延びている。方向はE−4°−Nである。遺構検出面

からの深さは約40〜50cmである。堆積土は２層に分層される。堆積土１層中には、拳大の礫を多く含んでいる。

SI2323竪穴建物跡、SI2320・2321竪穴住居跡と重複し、これらより新しい。遺物は堆積土１層中から土師器片が少

量出土している。

【SK2326土坑】

調査区北西部で検出した。平面形はやや歪な円形を呈し、規模は直径約1.0〜1.1ｍである。壁がほぼ垂直に立ち

上がることから、井戸跡の可能性が考えられる。安全を考慮し、検出面から約50cmまでの掘り下げに留めている。

SI2323竪穴建物跡と重複し、これより新しい。遺物は出土していない。

【SK2327土坑】

調査区北部、SK2326土坑の東側で検出した。平面形は円形を呈し、規模は直径約1.0ｍである。SK2326土坑と同

様に、壁がほぼ垂直に立ち上がることから、井戸跡の可能性が考えられる。安全を考慮し、検出面から約50cmま

での掘り下げに留めている。SI2323竪穴建物跡、SI2321竪穴住居跡と重複し、これらより新しい。遺物は出土して

いない。

【SK2328土坑】

調査区の南西部で検出した。平面形は円形を呈し、規模は直径約1.6ｍである。壁がほぼ垂直に立ち上がること

から、井戸跡の可能性が考えられる。SI2323竪穴建物跡と重複し、これより新しい。堆積土中から鉄滓が少量出土

している。

また調査区内からは、遺構検出面を中心に、土師器や須恵器などの遺物が出土している。（第11図・写真図版３

−14・15）

３．まとめ
本調査で検出されたSI2323竪穴建物跡は、平面形が東西に長い長方形であり、床面上からは炉跡が４基検出さ

1 2
3

4 0 10cm（S=1/3）

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整・付着物等 内面調整・付着物等
写真
図版

1 C-1140 土師器 坏 遺構検出面 口径：（12.0）　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラケズリ後ナデ 口縁部：ヨコナデ　体部：ナデ 3-14
2 C-1141 土師器 坏 遺構検出面 口径：（10.3）　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラケズリ 体部：ナデ　全体的に磨耗
3 C-1142 土師器 坏 遺構検出面 口径：（10.0）　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラケズリ後ナデ 口縁部：ヨコナデ　体部：ナデ
4 C-1144 土師器 甕 遺構検出面 口径：（17.4）　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラナデ 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラナデ 3-15

第11図　遺構検出面出土遺物
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れた。また遺構からは合計で約1094gの鉄滓および鉄製品が出土している。ちなみに磁着性があるのはその内の約

434gで、全体の約40％を占めている。また鉄滓と鉄製品の出土割合を地区別で表したのが第12図である。この図

の通り、鉄滓の出土割合が圧倒的に高いのは、４号炉が所在するg区である。

このSI2323に類似する遺構として、第86次調査で検出されたSI294竪穴建物跡が挙げられる（第13図）。SI294竪

穴建物跡は、床面上で炉跡が複数検出されたことや、小札や鉄鏃などの鉄製品とともに、粒状滓や鍛造剥片など、

鍛冶に関連する遺物が多数出土したことから、鍛冶工房跡と考えられており、郡山遺跡Ⅰ期官衙の工房群を構成す

る遺構の一つであると考えられている。今回検出されたSI2323についても、検出された遺構の様相や、出土した遺

物の年代から、Ⅰ期官衙に属する遺構と考えられ、遺構の状況から、工房跡の一つとなる可能性がある。

しかし、SI2323とSI294を比較するといくつかの相違点がある。遺構の構造的には、SI294の５基の炉跡の内、４

基が遺構のほぼ中心線上に位置するのに対し、SI2323から検出された４基の炉跡は、配置に規則性が見出せず、ま

たSI2323には比較的大型の主柱穴が付随し、周溝は伴わない点が異なっている。遺物的には、粒状滓が全く出土し

ていない点が異なっている。これらの点から、今回見つかったSI2323が、鍛冶以外の工程を行う工房跡であった可

能性が考えられるが、詳細については、今後の周囲の調査の蓄積を待って検討していきたい。

a区 b区
c区

d区

e区

f区

g区

h区

真
北磁北

（S=1/100）0 2m

鉄滓

炭化物

炉跡

1号炉

2号炉

3号炉

4号炉

W162

W160

W158

N3
42

N3
40

N3
38

第12図　SI2323竪穴建物跡出土鉄滓・鉄製品割合

（S=1/100）
0 2m

第13図　第86次調査区　SI294竪穴建物跡（S=1/100）
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１．第236次調査区全景・SI2323床面、炭化物検出状況（南東から）

写真図版１　第236次調査区（1）

２．SI2323−1号炉断面（北東から）

４．SI2323−3号炉断面（南西から）

３．SI2323−2号炉断面（東から）

５．SI2323−4号炉（左）・P3（右）断面（南西から）
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写真図版2　第236次調査区（2）

５．SI2322検出状況（東から）

１．SI2323−P7断面（北西から）

７．SI2320−P2遺物出土状況（西から）

３．SI2323−P9断面（北西から）

６．SI2324断面（南西から）

２．SI2323−P8断面（南東から）

８．SK2326断面（南から）

４．E-578出土状況（SI2323-c区・南から）
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1．須恵器平瓶（E-578、頸部接合部分（右）・SI2323） 2．須恵器瓶（E-579・SI2323） 3．土師器甕（C-1146・SI2323）

4．羽口（P-67
　　・SI2323）

5．羽口（P-68
　　・SI2323）

6．羽口（P-69
　　・SI2323）

７．火打金
　　（N-140・SI2323）

8．土師器甕（C-1145・SI2323）

９．流動滓（N-142
　　・SI2323）

10．流動滓（N-143
　　・SI2323-P3）

11．精錬滓（N-137
　　・SI2323-d区）

12．鉄塊系（N-139
　　・SI2323-h区）

13．土師器甕（C-1147・SI2323-c区）

14．土師器坏
　　（C-1140・遺構検出面）

15．土師器甕
　　（C-1144・遺構検出面）

16．須恵器坏（E-580・SI2320-P2）

17．砥石（K-341・SI2320）

18．土師器甕（C-1148・SI2320-P2）

写真図版3　第236次調査出土遺物
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Ⅱ．第238次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第238次調査は、個人住宅建築工事に伴う調査である。平成24年12月３日付

で申請者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」（平成24年12月13

日付H24教生文第122−355号で回答）に基づき実施した。調査地点は郡山Ⅱ期

官衙の南東部に位置する（第２・15図）。調査は、平成25年２月19日に着手し、

20日に終了した。その後、重機により埋め戻しを行った。調査区は、建物建築

範囲内に東西６ｍ、南北４ｍの規模で設定した。重機により盛土及び基本層第

Ⅰ層を除去し、基本層第Ⅱ層上面で遺構検出作業を行った。遺構の記録は、平

面図・断面図を適宜縮尺1/20で作成し、写真はデジタルカメラで撮影した。

２．検出遺構と出土遺物
調査区内の盛土は約50cmで、その下に旧耕作土である第Ⅰ層が約50〜60cm

の厚さで堆積している。遺構はさらにその下の第Ⅱ層上面で検出した。検出さ

れた遺構は、ピット４基で、その内の２基から柱痕跡が確認された。ここでは

検出された遺構のうち、柱痕跡があるピットを中心に報告する。

隣　地

調査区

建築予定範囲

道　路

隣

　地

隣

　地

0 5m

第14図　第238次調査区配置図
（S=1/300）

0 50m

134

101

121

74

121

9
56

53

48
116

44

22

材木列

大　溝

南門

第242次

第238次

第15図　第238次・第242次調査区位置図（S＝1/1000）
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【P1】調査区西部に位置する。平面形は隅丸長方形を呈し、規模は長辺約83cm、短辺約53cmで、深さは約48cm

である。掘り方埋土は基本層第Ⅱ層に類似した黄褐色粘土質シルトをブロック状に含む黒褐色の粘土質シルトであ

る。柱痕跡は直径約22cmで、円形を呈する。他の遺構との重複関係はない。遺物は出土していない。

【P2】調査区東部に位置する。平面形は隅丸長方形を呈し、規模は長辺約88cm、短辺約43cmで、深さは約38cm

である。掘り方埋土は基本層第Ⅱ層の黄褐色粘土質シルトを主体とし、黒褐色粘土質シルトをブロック状に多量に

含む。柱痕跡は直径約18cmで、円形を呈する。他の遺構との重複関係はない。遺物は出土していない。

３．まとめ
前述したように今回の調査ではピット４基を検出した。そのうち２基から柱痕跡が確認されたものの、建物を構

成するかは不明である。また遺物も出土しなかったため、検出遺構の詳細な時期や性格を明らかにすることはでき

なかった。後述するが、隣接する第242次調査区からはSB1730掘立柱建物跡の柱穴が２基検出されているが、当調

査区においては同様の遺構は発見されなかった。

0 2m（S=1/60）
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第16図　第238次調査区平面図、西壁、P1、P2土層断面図（S=1/60）

層位 色　　　調 土　質 備考・混入物

基本層

Ⅰa 10YR3/4暗褐色 シルト
耕作土Ⅰb 10YR4/3にぶい黄褐色 シルト

Ⅰc 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 酸化鉄を少量含む
Ⅱ 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 遺構検出面 黒褐色を少量含む

層位 色　　　調 土　質 備考・混入物

P1
1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 柱痕跡
2 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 掘り方埋土 黄褐色粘土質シルトブロックを全体に多く含む

P2 1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 柱痕跡 地山粒を少量含む
2 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト 掘り方埋土 黒褐色粘土質シルトを全体に多く含む
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１．遺構検出状況（東から）

写真図版４　第238次調査区

２．P1断面（南から）

４．調査区西壁断面（東から）

３．P2断面（南から）

５．遺構完掘状況（南西から）
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Ⅲ．第241次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第241次調査は、個人住宅建築工事に伴う調査であ

る。平成25年３月19日付で申請者より提出された「埋

蔵文化財発掘の届出について」（平成25年４月８日付

H25教生文第123−３号で回答）に基づき実施した。

調査地点は方四町Ⅱ期官衙の大溝の北辺上に位置して

いる（第２・18図）。調査は、平成25年５月27日に着

手し、６月５日に終了した。同日に、重機により埋め

戻しを行った。調査区は、建物建築範囲内に東西6.5

ｍ、南北６ｍの規模で設定し、重機により盛土及び基

本層第Ⅰ層を除去し、基本層第Ⅱ層上面で遺構検出作

業を行った。遺構の記録は、平面図・断面図を適宜縮

尺1/20で、調査区配置図を1/50で作成し、写真は35mmモノクロとリバーサルフィルム、デジタルカメラで撮影した。

２．検出遺構と出土遺物
調査区内の盛土は約20〜50cmで、その下に旧表土である第Ⅰ層が、約30〜50cmの厚さで堆積している。遺構は

さらにその下の第Ⅱ層上面で検出した。検出された遺構は、溝跡２条、柱列１列、ピット16基である。ピットの内

の２基から柱痕跡が検出された。ここでは、検出された遺構のうち、溝跡と柱列、柱痕跡があるピットを中心に報

告する。
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第17図　第241次調査区配置図（S=1/300）
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第18図　第241次調査区位置図（S＝1/1000）
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第19図　第241次調査区平面図・西壁、北壁断面図（S=1/60）

遺構名 層位 色　調 土　質 備考・混入物

基本層

Ⅰa 10YR4/3にぶい黄褐色 砂
砂主体、円礫、コンクリートブロックを多量
に含む　現代の整地層

Ⅰb 10YR3/2黒褐色 砂質シルト 炭化粒を少量含む　現代の整地層
Ⅰc 10YR4/4褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロック中量、炭化粒を少量含む　畑耕作層
Ⅰd 10YR4/4褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロック中量、炭化物を少量含む　畑耕作層
Ⅱ 10YR4/6褐色 砂質シルト 暗褐色粘土ブロックを少量含む　遺構検出面

遺構名 層位 色　調 土　質 備考・混入物

SD617A

1 10YR3/2黒褐色 シルト質粘土 灰白色粘土ブロック筋状に堆積
2 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 炭化粒を少量含む
3 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 円礫を少量、酸化鉄粒を少量含む
4 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 円礫を少量、酸化鉄粒を少量含む
5 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロックを少量、酸化鉄粒を斑状に含む
6 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土 酸化鉄粒を斑状に多量に含む

遺構名 層位 色　調 土　質 備考・混入物

SA2348
P1

1 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 抜き取り
Ⅱ層ブロックを斑状に、炭化粒少
量含む

2 10YR3/2黒褐色 粘土 柱痕跡
Ⅱ層ブロックを少量、炭化粒少量
含む

3 10YR4/4褐色 砂質シルト
掘り方
埋土

Ⅱ層ブロックを斑状に多量に、炭
化粒を少量含む

4 10YR4/6褐色 砂質シルト
Ⅱ層ブロック主体、炭化粒を少量
含む

P2 1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロック少量含む

遺構名 層位 色　調 土　質 備考・混入物

SD617B

1 10YR4/6褐色 粘土質シルト
Ⅱ層ブロック主体、黒褐色粘土ブロックを少
量含む

2 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 酸化鉄ブロックを少量含む
3 10YR2/3黒褐色 粘土 Ⅱ層ブロックを少量含む
4 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 炭化粒を少量含む
5 10YR4/4褐色 粘土質シルト 酸化鉄粒を少量含む
6 10YR4/4褐色 粘土 酸化鉄粒をやや多量に含む
7 10YR4/6褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロック主体、炭化粒を少量含む
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【SD617A溝跡】

調査区南部で検出された東西方向の溝跡である。方向はW−1°−Nで、断面形状は緩やかな逆台形を呈する。溝

の上幅は、溝の南端が調査区外になるため不明だが、検出幅は約3.9ｍである。遺構検出面からの深さは約1.1ｍで、

検出長は約6.1ｍである。溝の底面中央部が一段下がった形状をしており、その範囲は幅約65cm、深さは約20cmで

ある。断面形状からSD617A溝跡は掘り直されている可能性がある。堆積土１〜５層に関しては自然堆積と考えら

れ、１層中に灰白色火山灰が筋状に堆積していた。ピット、SA2348-P1〜3と重複しており、SA2348柱列より新しく、

ピットより古い。

遺物は堆積土中から土師器と須恵器、平瓦などが出土している。また堆積土６層中から須恵器の平瓶の頸部（E-

582・第21図９・写真図版５−５、７−６）が出土している。E-582は胎土が非常に精良で、また焼成も良好で、内

外面に透明の自然釉が付着する。これらの特徴から、湖西窯などの東海産の製品であると考えられる。これを含め、

土師器８点、須恵器２点、平瓦１点（第21図・写真図版７−１〜７）を掲載している。

遺構の検出位置から、この溝跡は、昭和63年の第79次調査で検出されたSD617A溝跡の東側の延長で、方四町Ⅱ

期官衙の大溝の北辺部分に相当するものと考えられる。

【SD617B溝跡】

調査区の北西部で検出された東西方向の溝跡で、方向はE−21°−Nである。断面形状は緩やかな皿形を呈する。

溝の幅は約1.9ｍ、遺構検出面からの深さは約60cmで、検出長は約6.0ｍである。堆積土の状況から、掘り直されて

いると考えられる。また堆積土１層は、第Ⅱ層を主体としている。ピットと重複しており、これらより古い。

遺物は出土していない。当該遺構に関しては、検出された位置から、昭和63年の第79次調査で検出された

SD617B溝跡の東側の延長であると考えられる。

【SA2348柱列】

調査区南部で検出された柱列で、３基の柱穴が検出された。方向はW−27°−Nであ

る。３基ともSD617A溝跡、もしくは撹乱の掘削を受けており、また調査区の制約から

全体像を把握できたものは無いが、いずれも隅丸方形を呈していたものと考えられる。

柱間寸法は約185cmである。SD617A溝跡と重複し、これより古い。

P1は、西側が調査区外になるため全体像は不明だが、掘り方の検出長は長径約

100cm、短径約60cmで、検出面からの深さは約70cmである。柱痕跡の直径は約20cmで、

形状は円形を呈する。１層は第Ⅱ層がブロックになって斑状に混入している。この土層

は、柱穴の抜き取り穴で、柱を抜き取った後に埋め戻した層と考えられる。

P2は、上面の大部分と南側がSD617A溝跡により、北側が撹乱により、掘り方と柱

痕跡の一部が検出されたのみである。検出長は南北約85cm、東西約80cmで、検出面からの深さは約24cmである。

柱痕跡は直径約22〜30cmで、形状は楕円形を呈する。柱痕跡は灰黄褐色で粘土化しており、酸化鉄粒が混入する。

検出された位置は、掘り方中央よりやや東側に寄っている。

P3は、南側が調査区外になるため詳細は不明だが、検出長は長辺約70cm以上、短辺約60cm以上である。柱痕跡

は調査区外に所在するものと推測される。堆積土層１･２層は第Ⅱ層ブロックを多量に含んでおり、柱を抜き取っ

た後に埋め戻した土層と考えられる。

遺物はP1とP3から土師器片と須恵器片の小破片が出土している。

今回新たに発見されたSA2348柱列は、調査区の南側と西側へさらに延びるものと考えられる。検出された位置

第20図　SA2348柱列
模式図
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第21図　SD617A溝跡出土遺物

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整・付着物等 内面調整・付着物等
写真
図版

1 C-1152 土師器 坏 SD617A 口径：（12.7）　底径：（5.0）　器高：3.5 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラケズリ 口縁部：ヨコナデ、黒色処理 7-1
2 C-1155 土師器 坏 SD617A 口径：（10.9）　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラケズリ 口縁部：ヨコナデ 7-2
3 C-1158 土師器 坏 SD617A 6層 口径：−　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ 口縁部：ヨコナデ
4 C-1156 土師器 坏 SD617A 口径：−　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ　体部：ヘラケズリ 口縁部：ヨコナデ
5 C-1154 土師器 甕 SD617A 口径：−　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ、ハケメ 口縁部：ヨコナデ
6 C-1157 土師器 甕 SD617A 口径：−　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ 口縁部：ヨコナデ 7-4
7 C-1153 土師器 甕 SD617A 口径：−　底径：（6.4）　器高：− 体部：ハケメ後ヘラナデ 底部：ヘラナデ 7-3
8 E-581 須恵器 甕 SD617A 口径：−　底径：−　器高：− 口縁部：ロクロナデ　頸部：ヘラ描き波状線 口縁部：ロクロナデ 7-5
9 E-582 須恵器 平瓶 SD617A 6層 口径：（7.5）　底径：−　器高：− 口縁部〜体部：ロクロナデ、自然釉付着 口縁部〜体部：ロクロナデ、自然釉・漆付着 7-6

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm） 備考
写真
図版

10 G-152 瓦 平瓦 SD617A 最大長：（4.3）　広端幅：（5.3） 凹面：布目痕　凸面：全面磨滅 7-7
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図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm） 備考
写真
図版

2 G-151 瓦 平瓦 遺構検出面 最大長：（5.0）　広端幅：（5.2） 凹面：布目痕、圧痕　凸面：ナデ　側面：ヘラケズリ 7-8

が、第148次調査で検出されたⅠ期官衙のSA2035材木列跡の延長線上にあたることから（第24図）、Ⅰ期官衙の時

期の遺構であると考えられる。

【ピット】

今回の調査区からは16基のピットが検出された。平面形状は円形、楕円形、もしくは隅丸方形を呈する。直径は

約15〜40cmで、深さは約12〜20cmである。その内のP5とP7から、柱痕跡が確認された。両者とも柱痕跡に酸化鉄

ブロックが混入しており、粘土もしくは粘土質シルトで構成される。柱痕跡は円形を呈し、直径は約20cmである。

これらのピットを含めて建物跡などは確認されなかった。

またそれ以外に、調査区内からは、遺構検出面を中心に、土師器や須恵器、平瓦などの遺物が出土している。（第

23図・写真図版７−８）

0 1m（S=1/60）

P5 P7 SA2348-P2 SA2348-P3A A′
11.10m12

B B′
11.10m 10.50m 10.50m1 2

C C′

1

3

2
D D′

SD617A-6
1

23
45

6 7

第22図　SA2348-P2、SA2348-P3、P5、P7土層断面図（S=1/60）

遺構名 層位 色　調 土　質 備考・混入物

P5
1 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 柱痕跡 酸化鉄ブロックを多量に含む

2 10YR4/6褐色 砂質シルト
掘り方
埋土

Ⅱ層ブロック主体、炭化粒を微量
に含む

P7
1 10YR4/2灰黄褐色 粘土 柱痕跡

酸化鉄ブロック、下層との境に堆
積

2 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト
掘り方
埋土

Ⅱ層ブロックを少量含む

SA2348
P2

1 10YR5/2灰黄褐色 粘土 柱痕跡 酸化鉄粒を少量含む

2 10YR4/6褐色 砂質シルト 掘り方
埋土

Ⅱ層ブロック主体、黒褐色粘土ブ
ロックを少量含む

3 10YR4/6褐色 砂質シルト
Ⅱ層ブロック主体、炭化粒を少量
含む

遺構名 層位 色　調 土　質 備考・混入物

SA2348
P3

1 10YR3/3暗褐色 砂質シルト
抜き取
り？

Ⅱ層ブロックを多量に、炭化物を
少量含む

2 10YR4/6褐色 砂質シルト
Ⅱ層ブロック主体、炭化粒を少量、
酸化鉄粒を微量含む

3 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト

掘り方
埋土

Ⅱ層ブロック、炭化粒を少量含む

4 10YR4/4褐色 粘土質シルト
Ⅱ層ブロック主体、暗褐色粘土ブ
ロックを中量含む

5 10YR4/6褐色 粘土質シルト
Ⅱ層ブロック主体、暗褐色粘土ブ
ロックを少量含む

6 10YR4/6褐色 砂質シルト
Ⅱ層ブロック主体、暗褐色粘土ブ
ロック下層との境に堆積

7 10YR4/6褐色 砂質シルト
Ⅱ層ブロック主体、暗褐色粘土ブ
ロックが下層に堆積

0 10cm（S=1/3）

1
2

第23図　第241次調査区一括出土遺物

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整・付着物等 内面調整・付着物等
写真
図版

1 C-1151 土師器 甕 遺構検出面 口径：−　底径：（7.2）　器高：− 体部：ヘラナデ　底部：ヘラナデ 底部：ナデ
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３．まとめ
前述したように今回の調査区は、方四町Ⅱ期官衙の大溝の北辺上に位置し、第79次調査区の東側、第148次調査

区の北西側に位置している（第18・24図）。第79次調査区からは方四町Ⅱ期官衙の大溝の北辺部分であるSD617A

溝跡が確認されているが、今回の調査でもその延長と考えられる溝跡が検出された。断面形状からSD617A溝跡は、

掘り直されている可能性があるが、方四町Ⅱ期官衙の大溝で、このような痕跡が確認されているのは北辺部分のみ

であり、詳細については、周辺での今後の調査の蓄積を待ち、検討していきたい。

また第79次調査の際、SD617A溝跡とSD617B溝跡は一連の遺構であるとの見解であったが、今回の調査区では

SD617B溝跡と推測される遺構の延長が、SD617A溝跡からは離れた位置で、方向も異なる形で検出されたことから、

一連の遺構ではない可能性が出てきた。

また今回の調査区は、第148次調査区から検出されたⅠ期官衙の北辺を区画すると考えられるSA2030材木列跡と、

SA2035材木列跡の延長線上に位置することから、これらの遺構の延長が検出されることが想定されたが、今回の

調査では材木列跡は発見されなかった。両者のうち、南側に位置するSA2035材木列跡に関しては、SD617A溝跡

により、大部分が削平されていることも考えられるが、今回の調査区内では、北側のSA2030材木列跡は存在せず、

第148次調査区との間で途切れているか、屈曲している可能性があることが判明した。

また、SA2035材木列跡の延長線上付近から、今回新たにSA2348柱列が検出された。調査区の関係上検出された

柱穴は３基のみであり、これらの柱穴は掘立柱建物跡を構成するのか、柱列となるのかは明らかではない。この遺

構に関しても、周辺での今後の調査の蓄積を待ち、検討を重ねていきたい。

真
北磁

北
N390

N380

W70W90
0 10m（S=1/300）

SD617B

SD617A

第79次

第241次

SA2348

第148次
SB2040

SA616

SA2030

SA2035

第24図　第79次・第148次・第241次調査区合成図（S=1/300）
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１．遺構完掘状況（東から）

写真図版5　第241次調査区（1）

２．遺構検出状況（北から）

４．調査区内作業状況（北東から）

３．SD617A・B溝跡検出状況（東から）

５．SD617A溝跡遺物出土状況（E-582・東から）
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１．SD617A溝跡完掘・SA2348柱列検出状況（東から）

写真図版6　第241次調査区（2）

２．SD617A溝跡・SA2348−P1断面（東から）

４．SA2348−P2断面（北西から）

３．SA2348−P1断面（東から）

５．SA2348−P3断面（北東から）
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写真図版7　第241次調査出土遺物

1.　土師器坏（C-1152・SD617A） 2.　土師器坏（C-1155・SD617A）

3.　土師器甕（C-1153・SD617A） 4.　土師器甕（C-1157・SD617A）

5.　須恵器甕（E-581・SD617A）

6.　須恵器平瓶（E-582、頸部接合部分（右）・SD617A-6層）

7.　平瓦（G-152・SD617A） 8.　平瓦（G-151・遺構検出面）
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Ⅳ．第242次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第242次調査は、個人住宅建築工事に伴う調査である。平成25年４月16

日付で申請者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」（平成25

年４月25日付H25教生文第123−45号で回答）に基づき実施した。調査地

点は郡山Ⅱ期官衙の南東部に位置する（第２・15図）。調査は、平成25年

６月17日に着手し、18日に終了した。その後、重機により埋め戻しを行っ

た。調査区は、建物建築範囲内に東西６ｍ、南北４ｍの規模で設定し、重

機により盛土及び基本層第Ⅰ層を除去し、基本層第Ⅱ層上面で遺構検出作

業を行った。その結果、調査区の西側に掘立柱建物跡の一部が確認された

ため、西側に調査区を約１ｍ拡張した。遺構の記録は、平面図・断面図を

適宜縮尺1/20と1/50で作成し、写真は35mmモノクロとリバーサルフィル

ムとデジタルカメラで撮影した。

２．検出遺構と出土遺物
調査区内の盛土は約50〜60cmで、その下に現代の整地土、畑耕作土と水田耕作土である基本層第Ⅰ層が約35〜

55cmの厚さで堆積している。第Ⅰ層は４層に細分される。遺構はさらにその下の第Ⅱ層上面で検出された。

検出された遺構は、溝跡２条、掘立柱建物跡１棟、ピット７基である。ピットの内の１基（P1）からは柱痕跡

が確認された。ここでは、検出された遺構のうち、溝跡、掘立柱建物跡、柱痕跡があるピットを中心に報告する。

遺物は遺構検出面と一部のピットから土師器片と須恵器片が少量出土しているが、いずれも小破片であるため、

掲載しなかった。

【SB1730掘立柱建物跡】　

調査区西側と、拡張部分から検出された掘立柱建物跡である。検出された位置から、平成６年度に調査された第

101次調査区で検出されたSB1730掘立柱建物跡の延長部分と考えられる。今回の調査

では２基の柱穴が確認されたが、P2に関しては東側柱列の南端の柱穴に当たるもの

と考えられる。

両者とも一部が調査区範囲外に広がるため全体像は把握できなかったが、残存して

いる形状からいずれも隅丸方形を呈していたものと考えられる。また抜き取りと考え

られる掘り方を、新しい柱穴の掘り方が切っている。抜き取り、掘り方埋土とも基本

層第Ⅱ層ブロックが混入しているが、抜き取り穴には、より多くの第Ⅱ層ブロックが

混入している。柱痕跡はP1でのみ検出されたが、柱穴掘り方の位置などから、建物

の方位はN−2°−Eであると推定される。SD2331溝跡と重複し、これより新しい。遺

物は出土していない。

P1は西側が調査区外になるため全体像は不明だが、柱穴の掘り方は南北約105cm、東西の検出幅は約75cmであ

る。掘り方の中央よりやや南側から、柱痕跡が確認されている。柱痕跡の直径は約25〜35cm、抜き取りは南北約

145cm、東西の検出幅は約80cmである。

P2は、西側と南側が調査区外になるため全体像は把握できなかったが、掘り方の検出長は南北約60cm、東西約

調 査 区

隣

　

 

地

隣　 地

道　　路

隣

　

 

地

0 5m

第25図　第242次
調査区配置図（S=1/300）

第26図　SB1730模式図
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80cmである。柱痕跡は確認されなかった。掘り方埋土と考えられる層は５層確認されており、いずれも基本層第

Ⅱ層のブロックが一定量混入している。また下層ほど酸化鉄ブロックが多い傾向が窺える。

【SD2330溝跡】

調査区の北西隅で検出された南北方向の溝跡である。長さは約70cmで、横幅は約30cm、遺構検出面からの深さ

は約10cmである。他の遺構とは重複しない。遺物は出土していない。

【SD2331溝跡】　

調査区の西側で検出された東西方向の溝跡である。方向はN−68°−Eを測り、やや北に振れる。断面形状

は浅い皿形を呈する。溝の幅は約60cmで、遺構検出面からの深さは約20cmである。検出長は約1.2ｍである。
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第27図　第242次調査区平面図、西壁、SB1730-P2、P1土層断面図（S=1/60）

層位 色　　　調 土　質 備考・混入物

基本層

Ⅰa 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 炭化粒、黄橙色砂を少量含む。

Ⅰb 10YR3/4暗褐色 砂質シルト Ⅱ層ブロックを少量含む。

Ⅰc 10YR4/2灰黄褐色 シルト質粘土 酸化鉄粒を斑状に多量に含む　酸化鉄粒が下層の境に堆積　水田耕作土か

Ⅰd 10YR4/2灰黄褐色 シルト質粘土 酸化鉄粒を斑状に多量に含む　酸化鉄粒が下層の境に堆積　水田耕作土か

Ⅱ 10YR4/6褐色 粘土質シルト 酸化鉄粒を斑状に含む　暗褐色粘土質シルトブロックを斑状に含む　遺構検出面

層位 色　　　調 土　質 備考・混入物

SB1730
P2

1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト

掘り方
埋土

Ⅱ層ブロックを少量含む

2 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロックを斑状に含む　炭化物を少量含む

3 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロック、灰黄褐色粘土ブロックを少量含む

4 10YR4/2灰黄褐色 粘土 Ⅱ層ブロックを斑状に、酸化鉄ブロックを少量含む

5 10YR4/2灰黄褐色 粘土 Ⅱ層ブロックを斑状に、酸化鉄ブロックを少量含む

P1

1 10YR3/3暗褐色 粘土 柱痕跡 Ⅱ層ブロックを少量含む

2 10YR4/4褐色 粘土質シルト
掘り方
埋土

Ⅱ層ブロックを多量、酸化鉄粒を少量含む

3 10YR4/6褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロック主体、暗褐色粘土質シルトブロックを少量含む

4 10YR3/2黒褐色 シルト質粘土 Ⅱ層ブロックを少量含む
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SB1730-P1・P2と重複し、これらより古い。遺物は出土していない。

【ピット】

今回の調査区からはSB1730掘立柱建物跡を構成する２基の柱穴以外に、７基のピットが検出された。平面形状

は円形が大部分を占めるが、柱痕跡を有するP1のみ隅丸方形を

呈する。直径は約20〜30cmで、深さは約5〜30cmである。P1の

直径は約30cmで、深さは約32cmである。掘り方のほぼ中央から

検出された柱痕跡の直径は約15cmである。柱痕跡の有無に関わ

らず建物跡などは確認されなかった。

３．まとめ
前述したように今回の調査区は、郡山Ⅱ期官衙の南東部に位置

し、平成６年度に調査が行われた第101次調査区の南側に、また

平成24年度に調査が行われた第238次調査区の西隣にあたる。第

101次調査区からはⅡ期官衙に伴うSB1730掘立柱建物跡が検出さ

れているが、今回の調査でもその延長と考えられる柱穴が２基検

出された。

このSB1730掘立柱建物跡は、第44次調査区と第116次調査区か

ら検出された、Ⅱ期官衙の政庁の南西に位置し、曹司の一部と想

定されている、東西２間、南北12間の規模を持つSB526掘立柱建

物跡に対応する東側の建物跡と考えられる（第15図）。今回の調

査で、SB526掘立柱建物跡同様、抜き取り後に再度柱穴を掘り直

していることが確認され、２時期にわたる可能性が高いことが新

たに判明した。

しかし今回見つかった柱穴を合わせても調査されたのはまだ３

基の柱穴だけであり、掘立柱建物全体の内の一部にすぎないこと

から、不明な点が多い。今後の資料の蓄積を待ちたい。

S10

S20

S30

W50

（S=1/300）
0 4m

真
北

磁
北

SB1730

第242次調査区

第101次調査区

P1

P2

第28図　第101次・第242次調査区平面図合成図
（S=1/300）
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４．調査区全景（拡張前・東から）

写真図版8　第242次調査区

１．SB1730−P1検出状況（西から）

２．P1断面（南から） ３．SB1730−P1･P2検出状況（北から）
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Ⅴ．第244次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第244次調査は、個人住宅建築工事に伴う調査である。平成25

年９月20日付で申請者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出

について」（平成25年９月30日付H25教生文第123−251号で回答）

に基づき実施した。調査地点は郡山遺跡の北部に位置する（第

２・30図）。調査は、平成25年10月７日に着手し、９日に終了し

た。その後、重機により埋め戻しを行った。調査区は、建物建

築範囲内に東西５ｍ、南北３ｍの規模で設定し、重機により盛

土及び基本層第Ⅰ層を除去し、基本層第Ⅱ層上面で遺構検出作

業を行った。遺構の記録は、平面図・断面図を適宜縮尺1/20と

1/50で作成し、写真はデジタルカメラで撮影した。

２．検出遺構と出土遺物
調査区内の盛土は約50〜70cmで、その下に現代の整地土、畑耕作と天地返し層である第Ⅰ層が約20〜40cmの厚

さで堆積している。第Ⅰ層は３層に細分可能である。遺構はさらにその下の第Ⅱ層上面で検出された。

検出された遺構は、小溝状遺構７条と、ピットが６基である。ピットの内の３基から、柱痕跡が確認された。こ

こでは、検出された遺構のうち、小溝状遺構と、柱痕跡があるピットを中心に報告する。

0 5m

建築予定範囲
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第29図　第244次調査区配置図（S=1/300）

第30図　第244次調査区位置図（S＝1/1000）
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【小溝状遺構群】

調査区のほぼ全面で検出された、東西方向の小溝状遺構である。方位は真東に対してやや北に振れ、E−9〜27°

−Nである。この方位は、第189次調査で検出された東西方向の小溝状遺構群とほぼ同様である（第33図）。検出長

は約0.2〜4.0ｍで、横幅は約25〜40cm、遺構検出面からの深さは約10cmである。溝間の間隔は、約60〜110cmであ

るが、SD2小溝状遺構のみ、約30〜40cmと狭く方位も若干異なっている。いずれの小溝状遺構からも遺物は出土

していない。ピットと重複し、そのいずれより古い。
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第31図　第244次調査区平面図、東壁、P1、P2土層断面図（S=1/60）

層位 色　　　調 土　質 備考・混入物

基本層

Ⅰa 10YR4/3にぶい黄褐色 砂質シルト 円礫少量、炭化粒少量含む

Ⅰb 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロック少量、炭化粒少量　天地返し

Ⅰc 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト Ⅱ層ブロック中量、炭化粒微量に含む　

Ⅱ 10YR4/6褐色 砂質シルト ほぼ均質　遺構検出面

層位 色　　　調 土　質 備考・混入物

P1

1 10YR3/3暗褐色 粘土 柱痕跡 底面に灰褐色粘土ブロック、酸化鉄粒を少量含む

2 10YR3/4暗褐色 シルト
掘り方埋土

Ⅱ層ブロック斑状に含む、炭化粒を少量含む

3 10YR4/4褐色 砂質シルト Ⅱ層ブロック主体

P2
1 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土 柱痕跡 酸化鉄粒斑状に含む

2 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト 掘り方埋土 Ⅱ層ブロック斑状に含む
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層位 色　　　調 土　質 方　位 備考・混入物

SD1 1 10YR3/2黒褐色 砂質シルト E−17°−N Ⅱ層ブロック、炭化粒を少量含む

SD2 1 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト E−9°−N Ⅱ層ブロック、炭化粒を少量含む

SD3 1 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト E−27°−N Ⅱ層ブロック斑状に含む、炭化粒を微量に含む

SD4 1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト E−26°−N Ⅱ層ブロック、炭化粒を少量含む

SD5 1 10YR3/4暗褐色 砂質シルト E−27°−N Ⅱ層ブロックを斑状に含む

SD6 1 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト E−24°−N Ⅱ層ブロック少量含む

SD7 1 10YR4/4褐色 粘土質シルト E−16°−N Ⅱ層ブロック主体

【ピット】

今回の調査区からは6基のピットが検出された。平面形状は円形、もしくは隅丸方形を呈する。直径は約20〜

55cm、深さは約15〜35cmである。その内のP1とP2から柱痕跡が検出された。柱痕跡は、直径は約10〜20cmで円

形を呈し、暗褐色とにぶい黄褐色の粘土で構成され、酸化鉄粒が混入する。またP6の底面からは柱痕跡のあたり

が検出された。P1、P2、P6は、ほぼ直線状に並ぶことが確認されたが、柱間寸法が約180cmと、約260cmと一定

ではないことから、建物跡などを構成するかは、現段階では不明である。これら以外のピットで、建物跡などにな

るものは確認されなかった。

また調査区内からは、遺構検出面を中心に、土師器などの遺物が出土している。（第32図・写真図版９）

0 10cm（S=1/3）

1

2

第32図　第244次調査区一括出土遺物

図版
番号

登録
番号

種別 器形 出土地点 法量（cm） 外面調整 内面調整
写真
図版

1 C-1149 土師器 甕 基本層 Ⅰ層 口径：−　底径：−　器高：− 頸部：ヨコナデ　頸部下：ハケメ 頸部：ヨコナデ　体部：ヘラケズリ後ナデ 9-1
2 C-1150 土師器 鉢 基本層 Ⅰ層 口径：（13.0）　底径：−　器高：− 口縁部：ヨコナデ　ケズリ後ヘラナデ 口縁部：ヨコナデ（大部分が磨耗） 9-2

写真図版9　第244次調査区一括出土遺物

1. 土師器壺（C-1149・第Ⅰ層）
2. 土師器鉢（C-1150・第Ⅰ層）
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３．まとめ
今回の調査では、小溝状遺構７条と、ピットが６基検出されたが、官衙に関連する遺構は検出されなかった。前

述したように今回の調査地点は、郡山遺跡の北側に位置し、平成20年度に調査が行われた第189次調査区の西隣に、

平成20〜21年度に調査が行われた第190次−Ⅳ調査区の南側にあたる。第189次調査区からは、今回と同様の小溝状

遺構が５条（東西方向２条、南北方向３条）検出されている（第33図）。また第156次調査区からも同様の小溝状遺

構が見つかっており、Ⅰ期官衙の材木列跡より古い遺構であることが確認されている。また第190次−Ⅳ調査区か

らは、南北方向の小溝状遺構群が検出されており、古墳時代前期頃の年代と考えられている。今回の調査で見つかっ

た小溝状遺構も同様の年代の可能性があるが、遺構から遺物が出土しておらず、調査範囲が限定されているため、

現段階では断定できない。

またピットに関しては３基の柱痕跡を持つピットが直線状に並ぶ形で確認されたが、建物跡などを構成するのか

は不明である。また、遺構の時期等に関しても不明であり、周辺での今後の調査の蓄積を待ちたい。

真
北

磁
北

N395

N398

W5
N400

N395

N400

W25 W20

（S=1/200）
0 4m

道　　　　　　　　　路

隣　　　地

隣　　　地

隣

　
　
　地

隣

　
　
　地道

　
　
　
　路

第33図　第189次調査区・第244次調査区合成図（S=1/200）
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１．遺構検出状況（南から）

写真図版10　第244次調査区

２．P1断面（西から）

４．P6底面柱痕跡検出状況（南から）

３．P2断面（南西から）

５．調査区東壁断面（西から）
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第３章　調査成果の普及と関連活動
１．主な広報・普及・協力活動

年月日 行事名称 担　当 対　象
2013． 4 ．26 郡山遺跡ピロティ見学 木村 東北大学日本史研究会

　　　 5 ．21〜23 職場体験学習 伊藤・及川 仙台市立袋原中学校２年生３名

　　　 5 ．28 郡山遺跡ピロティ見学 木村 仙台市博物館ボランティア会

　　　 7 ． 1 郡山遺跡美化活動 整備活用係 仙台市立東長町小学校６年生

　　　 7 ． 4 郡山遺跡美化活動 整備活用係 仙台市立八本松小学校６年生

　　　 7 ．22 郡山遺跡ピロティ見学 長島 文化財サポーター会

　　　 7 ．29
〜 8 ． 2 職場体験学習 伊藤・及川 仙台市立長町中学校２年生３名

　　　 8 ． 5 〜 9 職場体験学習 伊藤・及川 仙台市立長町中学校２年生３名

　　　10．21〜25 職場体験学習 伊藤・及川 仙台市立仙台青陵中等教育学校２年生３名

　　　11．11〜15 職場体験学習 伊藤・及川 仙台市立富沢中学校２年生３名

　　　11．12〜15 職場体験学習 伊藤・及川 仙台市立第一中学校２年生３名

　　　11．19 郡山遺跡ピロティ見学 木村 一般市民

　　　11．26〜28 職場体験学習 伊藤・及川 仙台市立郡山中学校２年生３名

　　　12． 4 郡山遺跡ピロティ見学 及川 一般市民

2013． 4 ． 8 〜
　（毎月8日） 薬師堂手づくり市 整備活用係 一般市民

（主催：薬師堂手づくり市実行委員会）

郡山遺跡美化活動 職場体験学習
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所 収 遺 跡 名

ふ り が な
所 在 地

コード
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（㎡）

調査原因
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せんだい
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し
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山
やま 4100 1003

38°
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58″
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236次 2012.12.4
〜2012.12.21 37.8㎡ 個人住宅建築

238次 2013.2.19
〜2013.2.20 24.0㎡ 個人住宅建築

241次 2013.5.27
〜2013.6.5 39.0㎡ 個人住宅建築

242次 2013.6.17
〜2013.6.18 26.4㎡ 個人住宅建築
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〜2013.10.9 15.0㎡ 個人住宅建築

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

郡 山 遺 跡
官衙跡
寺院跡
集落跡

飛鳥〜
　　平安

・材木列・柱列
・掘立柱建物　
・住居跡・溝跡

・礫石器・土師器
・須恵器・瓦・金属製品

要 約

・ 第236次調査では、Ⅰ期官衙の工房跡と思われる遺構が検出され、鉄滓と鉄製品などが出
土した。

・第241次調査では、Ⅰ期の北辺と思われる柱列と、Ⅱ期の北辺大溝が検出された。
・第242次調査では、Ⅱ期の政庁南東側の２×12間の掘立柱建物跡の一部が検出された。
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